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カリキュラムの概要書

講座名 定員 1～25人

～ ［予定］

◆主なカリキュラム

時限数
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講座
No.

H06-2 保育士養成科（こども保育学科）

訓練実施施設名 大原こども専門学校

所在地 さいたま市大宮区宮町4-6

修了の要件 卒業をもって訓練修了とするもの

講座内容
厚生労働大臣指定の保育士養成カリキュラムを中心に、専門的知識と技術を持った人材を養成します。ま
た、継続した就職支援を展開することで、保育・児童施設分野での就職を確実なものにします。

訓練期間 令和6年4月3日(水) 令和8年3月5日(木)

連絡先電話 048-631-1577

最寄駅 ＪＲ・東武・ニューシャトル線 大宮駅東口 徒歩5分

対象者 訓練は保育士資格を取得し、保育園・児童施設での就職を考えている方

修了で得られる資格 保育士資格（登録料4,200円）、専門士（教育社会福祉専門課程）

目指せる資格等

幼稚園教諭２種免許状（別途500,000円）
おもちゃインストラクター（受講料・登録料8,000円）
レクリエーション・インストラクター（登録料17,600円）
キャンプインストラクター（実習費・登録料39,300円）

目標とする人材像
保育士として必要な専門的知識・技術、就職に必要なビジネス知識・技術を習得し、保育
分野での早期内定を目指します。

訓練時間 午前９時３０分～午後５時００分（９０分１時限：１日最大４時限）

自己負担額
テキスト69,500円程度（2年間分）
学校行事・イベント、就職関連費用等6,500円程度（資格受験料除く）

オンライン授業の有無 使用するソフト等 （Zoom・Teams）

子ども家庭福祉
子どもの現状を把握し、現在の子ども家庭福祉の制度及びそ
の役割を体系的に理解する

社会福祉 相談援助や利用者の保護にかかわる仕組みについて理解する

社会的養護Ⅰ
現代社会における社会的養護の理念と概念や歴史的変遷につ
いて理解する

修了後の関連職種 保育士（保育職）、生活支援員、生活相談員、指導員

科目 教科 内容

１
年
次

保育の本質
・目的

保育原理 保育者となるための基本的な考え方を総合的に学習する

保育者論
「保育者としての使命感」と「子どもに対する教育的愛情」につ
いて学ぶ

保育の対象の
理解

子どもの理解と援助
子どもを理解するための具体的方法や保育士としての援助や
態度の基本を理解する

保育の内容
・方法

保育内容総論 保育所保育指針における「保育の目標」、「保育の内容」等を理解する

保育内容（健康） 保育内容の領域「健康」について学ぶ

保育内容（表現） 保育内容の領域「表現」について学ぶ

乳児保育Ⅰ
乳児保育の意義・目的と変遷、保育所や家庭の現状を把握し、
保育者の役割を自覚する

子どもの健康と安全
保育における保健的観点を踏まえた保育環境や援助について
理解する

保育内容（人間関係） 保育内容の領域「人間関係」について学ぶ

保育内容（環境） 保育内容の領域「環境」について学ぶ

保育内容（言葉） 保育内容の領域「言葉」について学ぶ

言語表現
言語表現に関する基礎を理解し、発達段階に応じた教材の選
び方を学ぶ

造形表現1 発達段階にある乳幼児の表現に対しての指導方法を学ぶ

有 無
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学
科
・
演
習

レクリエーション概論
レクリエーションの意義と歴史・使命・仕組み等、制度について
理解する

レクリエーション指導法 レクリエーションについて具体的な展開方法などを身につける

児童レクリエーション概論 形態別のレクリエーション技術について理解する

音楽とリズム
楽譜の読み方、音程、音階、和音、リズムなどの学びを活用し、
音楽による基礎的な表現力を身につける

こどもと音楽 音楽理論の基礎を学習する

鍵盤奏法の基礎 鍵盤奏法の基礎的な技術を習得する

教養科目

健康科学
自己の健康・体力づくり及びＱＯＬ等についての深い見識を身
につける

一般教養 社会人として、また保育士として正しい日本語の使い方を習得する

ビジネス教養

保育の心理学
発達理論等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点につ
いて理解する

子ども家庭支援の心理学
生涯発達の基本的な知識を習得し初期経験の重要性や発達課
題等について理解する

子どもの保健 子どもの健康管理のために、医学的な基礎知識を理解する

一般知能科目及び一般知識科目を中心とした基礎学力の習得
を図る

２
年
次

保育の本質
・目的

教育原理 教育の目的・内容・方法及び児童福祉との関連性について理解する

子ども家庭支援論 現在の子ども家庭福祉の制度及びその役割を体系的に理解する

保育の対象の
理解

子どもの食と栄養 子どもの食生活、栄養に関する基本的知識を体系的に理解する

保育士の行う子育て支援とその実際を実践事例等を通して具
体的に理解する

身体表現 子どもの発達と運動機能に関する知識を学ぶ

造形表現2 物を作る活動・表現行為の中から、創作（表現）の喜びを味わう

音楽表現1
音楽やリズムを身体を通して感じ、考え、音楽表現に必要な技
術とその方法論の基礎を学ぶ

保育の内容
・方法

保育の計画と評価 保育活動を例にとりながら、保育の計画と評価の基本を学ぶ

乳児保育Ⅱ
3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わ
りの基本的な考え方を理解する

障害児保育 障害児保育の理念や歴史的変遷について学ぶ

社会的養護Ⅱ
子どもの理解を踏まえた社会的養護の基本的な内容について
具体的に理解

子育て支援

情報リテラシーと処理技術 パソコン（Word・Excel）の基本知識及び基本的操作技術を習得する

鍵盤奏法の応用 弾き歌いを通し、保育者の基本技能を身につける

総合演習 保育実践演習
保育に関する教科目及び保育実習等の経験を踏まえ、自らの
学びを振り返る

独自科目 卒業研究
2年間の集大成として、各人がそれぞれにテーマを掲げ、自己
の研究課題に取り組む

保育実習指導Ⅱ
施設運営や保育士の職務内容を理解した上での保育(養護)技
術を習得する

学習評価 定期試験 中間試験、期末試験、卒業試験、成績発表の登校日等

スポーツ（実技） 自己の健康・体力を適切に管理できる能力を養う

２
年
次

保育実習

保育実習Ⅰ②
児童福祉施設等の生活に参画し、観察や子どもとのかかわり
を通して子どもへの理解を深める

保育実習指導Ⅰ②
施設実習に対する基本的な事項の確認と新たな実習課題の決
定等必要な準備を行う

保育実習Ⅱ 乳幼児の理解、保育士の職務、関連職員との連携等への理解を深める

実
技
・
実
習

１
年
次

保育実習
保育実習Ⅰ① 保育所の生活に参画し、乳幼児の理解を深める

保育実習指導Ⅰ① 保育実習を円滑に進めるための知識・技術・態度を習得する

教養科目

科目登録等ガイダンス 科目登録等ガイダンス日、次年度クラス発表等
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入校式・オリエンテーション 入校式・オリエンテーション 6

ガイダンス・修了式 ガイダンス・修了式 2

総時限数 1,050

総時間数 2,100

学
校
行
事
等

１
年
次

新入生歓迎会 新入生と在校生の親睦会

ピアノ発表会（2年） ピアノ発表会見学

大宮夏祭り

オペレッタ発表会及びリハーサル オペレッタ発表会及びリハーサル※ブレーメンの音楽隊

オペレッタ発表会保育園公演 保育園にて園児の前でオペレッタ発表会公演※ブレーメンの音楽隊

クリスマス発表会及びリハーサル クリスマス発表会及びリハーサル

大宮夏祭り（レクリエーションインストラクター取得の為参加）

スポーツフェスティバル 運動会

幼稚園1日体験実習 幼稚園1日体験実習（大原学園府中ひばり幼稚園）

おもちゃインストラクター養成講習 おもちゃインストラクター養成講習

クリスマス発表会保育園公演 保育園にて園児の前でクリスマス発表会公演

オペレッタ首都圏発表会（2年） オペレッタ首都圏発表会見学

２
年
次

新入生歓迎会 新入生と在校生の親睦会

スポーツフェスティバル 運動会

学生親睦会

クリスマス発表会（1年） クリスマス発表会見学

オペレッタ発表会及びリハーサル オペレッタ発表会及びリハーサル

オペレッタ発表会保育園公演 保育園にて園児の前でオペレッタ発表会公演※卒業制作：創作オペレッタ

校内学生との親睦会

ピアノ発表会及びリハーサル ピアノ発表会及びリハーサル

キャンプ実習 キャンプインストラクター資格取得の為の実習

オペレッタ発表会（1年）及びリハーサル オペレッタ発表会見学及び盛上げ・司会リハーサル

キャリアコンサルティング

オペレッタ首都圏発表会及びリハーサル オペレッタ首都圏発表会及びリハーサル

就
職
支
援

一般常識 漢字/国語/就職模擬試験

就職支援Ⅰ 就職の心構え/自己分析・自己PR作成/就職活動の方法等

就職支援Ⅱ
就職活動のスケジューリング方法/福祉就職フェアへの参加と準備/必
要書類の作成/面接トレーニング/内定後の対応方法

キャリアコンサルティング


